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発表内容

� 背景：レジリエンスとは？

� IBMにおけるBCPと東日本大震災時の活動

� 都市のレジリエンス性を高める技術
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背景
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自然災害による世界的な人的及び経済的損失自然災害による世界的な人的及び経済的損失自然災害による世界的な人的及び経済的損失自然災害による世界的な人的及び経済的損失

http://www.emdat.be/natural-disasters-trends   

人的損失人的損失人的損失人的損失

経済的損失経済的損失経済的損失経済的損失
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災害に脆弱な社会が生まれる要因災害に脆弱な社会が生まれる要因災害に脆弱な社会が生まれる要因災害に脆弱な社会が生まれる要因

気象変動気象変動気象変動気象変動 自然災害自然災害自然災害自然災害

発展途上国での発展途上国での発展途上国での発展途上国での
人口増加人口増加人口増加人口増加

都市化の加速都市化の加速都市化の加速都市化の加速

連結した世界連結した世界連結した世界連結した世界

災害に弱い地域災害に弱い地域災害に弱い地域災害に弱い地域
の増加の増加の増加の増加

混乱の連鎖混乱の連鎖混乱の連鎖混乱の連鎖

災害に脆弱な世界災害に脆弱な世界災害に脆弱な世界災害に脆弱な世界

人的被害の増加

人的被害の増加

人的被害の増加

人的被害の増加
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都市への集中都市への集中都市への集中都市への集中

世界にまた世界にまた世界にまた世界にまた
がるサプラがるサプラがるサプラがるサプラ
イチェーンイチェーンイチェーンイチェーン

世界中での世界中での世界中での世界中での
従業員の従業員の従業員の従業員の

活用活用活用活用

不十分なイ不十分なイ不十分なイ不十分なイ
ンフラへのンフラへのンフラへのンフラへの

投資投資投資投資
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レジリエンスとはレジリエンスとはレジリエンスとはレジリエンスとは?

Resilience - noun [ri-ˈzil-yən(t)s]

•An ability to recover from or adjust easily to misfortune or 
change

•不運な状況や変化から素早く復旧・調整できる能力

(Source: http://www.merriam-webster.com/dictionary/resilience)
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レジリエンスとはレジリエンスとはレジリエンスとはレジリエンスとは?
United Nation International Strategy for Disaster Reduction

(Disaster) Risk =

Hazard * Vulnerability * Exposure

Resilience

Ref. How To Make Cities More Resilient - A Handbook For Local Government Leaders, 
UNISDR, March 2012

レジリエンスとは、災害などのリスクを少なくするために、システムやソリューレジリエンスとは、災害などのリスクを少なくするために、システムやソリューレジリエンスとは、災害などのリスクを少なくするために、システムやソリューレジリエンスとは、災害などのリスクを少なくするために、システムやソリュー
ションが備えるべき性質であると考えることができます。ションが備えるべき性質であると考えることができます。ションが備えるべき性質であると考えることができます。ションが備えるべき性質であると考えることができます。
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レジリエントな社会を目指してレジリエントな社会を目指してレジリエントな社会を目指してレジリエントな社会を目指して

�政府、企業、コミュニティ間の相互調整と、
データとICTインフラの有効活用が必須用

件となります。

� レジリエントな社会では、進展する事態へレジリエントな社会では、進展する事態へレジリエントな社会では、進展する事態へレジリエントな社会では、進展する事態へ

の対応と迅速な復旧のため、柔軟なプロセスの対応と迅速な復旧のため、柔軟なプロセスの対応と迅速な復旧のため、柔軟なプロセスの対応と迅速な復旧のため、柔軟なプロセス
/手続きとツールを用いた十分な備えが必要手続きとツールを用いた十分な備えが必要手続きとツールを用いた十分な備えが必要手続きとツールを用いた十分な備えが必要

です。です。です。です。

連携連携連携連携

政府・自治体政府・自治体政府・自治体政府・自治体

企業企業企業企業
住民住民住民住民

コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ

�ICTインフラは、時々刻々と変化する環境

情報をリアルタイムでモニターし、人間が状
況に応じた判断をすばやく行うことを支援す
るシステムである必要があります。

�このようなシステムは災害時にも通常時に
も役に立つシステムである特性を備える必
要があります。（←投資の継続性のため）

ICT ICT ICT ICT インフラインフラインフラインフラ

ビッグ・データビッグ・データビッグ・データビッグ・データ
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IBMにおけるBCPと
東日本大震災時の活動
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IBMにおけるEnterprise Risk Management

ERM（Enterprise Risk Management）：戦略的意思決定や業務遂行
上の意思決定を増強する組織的かつ統合的なリスク・マネジメントのア
プローチのこと

日本IBMでは、2011年の東日本⼤震
災後、首都圏直下型地震を想定した
BCPを策定しました。首都圏が被災
した場合に対応すべき基本方針を定
め、その実現にかかわる業務を特定
し、直下型地震発生という状況下で
継続すべき業務と停止すべき業務を
定めました。継続すべき業務を構成
する6つの層（①戦略、②組織・⼈
事、③プロセス、④アプリケーショ
ンとデータ、⑤ テクノロジーとITイ
ンフラ、⑥ 施設）について、首都圏
以外の地域での継続性を確保し、事
業継続計画のマネジメント・システ
ムを構成する8つのプロセスで、事
業継続計画を管理しています。

http://www-06.ibm.com/ibm/jp/responsibility/report2012/pdf/ibm_crr2012_p38-42.pdf
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IBM ビジネス・コンティニュイティー＆レジリエンシー・サービスビジネス・コンティニュイティー＆レジリエンシー・サービスビジネス・コンティニュイティー＆レジリエンシー・サービスビジネス・コンティニュイティー＆レジリエンシー・サービス(BCRS)

•IBM事業継続コンサルティング・サービス事業継続コンサルティング・サービス事業継続コンサルティング・サービス事業継続コンサルティング・サービス:
•お客様のビジネス回復力のプログラムおよびサポート・インフ
ラストラクチャーの査定、設計、計画、実装、およびテストを実施

•IBM事業継続マネージメント・サービス事業継続マネージメント・サービス事業継続マネージメント・サービス事業継続マネージメント・サービス:
•基幹業務のビジネス・プロセスについて高可用性の復旧ソ
リューションを提供

•IBM Smart Business Cloud Resilience Services:
•重要なデータ、情報およびシステムをクラウド・ベースでバック
アップ、リストア、および保存するだけでなく、物理サーバーおよ
び仮想化サーバーの仮想化リカバリーを実行

•IBMインフラストラクチャー・リカバリー・サービスインフラストラクチャー・リカバリー・サービスインフラストラクチャー・リカバリー・サービスインフラストラクチャー・リカバリー・サービス:
•IT およびビジネス・インフラストラクチャーを復旧し、非常事態
発生時にも企業が業務を行えるよう支援
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社員への情報伝達社員への情報伝達社員への情報伝達社員への情報伝達

＜社員への情報伝達のポイント＞

1. 迅速性
震災への対応状況、各種ガイドについて
速やかに情報を発信

2. 3つの観点
社員･事業所対応、お客様支援、被災地
/社会支援の3つの観点で情報提供

3. ポータル
情報の集約による社員の利便性向上のため、
ポータルを開設

4. twitter等の活用
PCが使えない状況の社員や、
自宅でイントラにアクセスできない派遣社員も
携帯電話で簡便に確認可能

5. 英訳対応/視覚障害者対応
情報不足による外国人社員の不安軽減のため、
各情報を日本語/英語併記で速やかに提供

社員向けポータル･サイト

twitterによる社員向け情報提供
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災害復旧・復興への支援策災害復旧・復興への支援策災害復旧・復興への支援策災害復旧・復興への支援策 例例例例

●IBM Smart Business Cloud/LotusLive無償提供プログラム

地方公共団体、非営利団体等を対象に、次の2つのサービスを3カ月間無償提供
日本の電力不足に対応し、米国、ドイツ等、海外のIBMクラウド・データセンターを使用

1．クラウド・コンピューティングを活用し、緊急情報提供等用の仮想サーバー資源を提供
2. 被災地での情報共有・連携のため、LotusLiveのコラボレーション/メール機能を提供

＜ご提供事例＞

- 被災地の災害情報支援、情報共有サービス提供：
� A社 被災者情報共有の情報サイト構築
� B社 安否情報確認掲示板
� C社 GIS被災地情報（被害、交通、避難所、支援等）の一覧
� 医療団体 輸血用血液情報共有
� Dコミュニティ 医薬品不足情報と医薬品在庫状況のマッチング
� Eコミュニティ 救援情報共有ツール「Sahana」を提供

- 災害関連サイトのミラーサイト構築：
� 文部科学省様 放射能情報
� 東京都健康安全研究センター様 東京都放射線情報
� 東京電力様 計画停電情報
� 浦安市様 災害情報
� 広島大学様 放射能対策基本情報
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都市のレジリエンス性を
高める技術
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スマーター・レジリエント・シティ・モデルの構築

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

スマート・レジリエントなビルスマート・レジリエントなビルスマート・レジリエントなビルスマート・レジリエントなビル
� ゼロエミッション、エネルギーマネジメント
� 緊急時は避難場所として機能する強靭さ
� 学校、病院、オフィス、工場などに

スマート・レジリエントなビルスマート・レジリエントなビルスマート・レジリエントなビルスマート・レジリエントなビル
� ゼロエミッション、エネルギーマネジメント
� 緊急時は避難場所として機能する強靭さ
� 学校、病院、オフィス、工場などに

スマート・レジリエントな水管理スマート・レジリエントな水管理スマート・レジリエントな水管理スマート・レジリエントな水管理
� 災害に強い上下水道インフラ
� 洪水予測リアルタイムシミュレーション
� 放射能等汚染への迅速な対応

スマート・レジリエントな水管理スマート・レジリエントな水管理スマート・レジリエントな水管理スマート・レジリエントな水管理
� 災害に強い上下水道インフラ
� 洪水予測リアルタイムシミュレーション
� 放射能等汚染への迅速な対応

スマート・レジリエントな公共・安全・防災スマート・レジリエントな公共・安全・防災スマート・レジリエントな公共・安全・防災スマート・レジリエントな公共・安全・防災
� 緊急災害時の迅速な対応とコミュニケーション
� 一人一人の命を守るパーソナル緊急警報
� 被災時の治安早期回復

スマート・レジリエントな公共・安全・防災スマート・レジリエントな公共・安全・防災スマート・レジリエントな公共・安全・防災スマート・レジリエントな公共・安全・防災
� 緊急災害時の迅速な対応とコミュニケーション
� 一人一人の命を守るパーソナル緊急警報
� 被災時の治安早期回復

Govt. Services

スマート・レジリエントシティスマート・レジリエントシティスマート・レジリエントシティスマート・レジリエントシティ オペレーションセンターオペレーションセンターオペレーションセンターオペレーションセンター

� 行政サービス、オペレーション、治安、持続可能性

� 緊急時災害への対応、市民への情報公開ダッシュボード

� 正しい情報に基づく冷静な行動でパニックを防ぐ

� KPIの設定と工程管理

スマート・レジリエントシティスマート・レジリエントシティスマート・レジリエントシティスマート・レジリエントシティ オペレーションセンターオペレーションセンターオペレーションセンターオペレーションセンター

� 行政サービス、オペレーション、治安、持続可能性

� 緊急時災害への対応、市民への情報公開ダッシュボード

� 正しい情報に基づく冷静な行動でパニックを防ぐ

� KPIの設定と工程管理

スマート・レジリエントな交通スマート・レジリエントな交通スマート・レジリエントな交通スマート・レジリエントな交通
�災害に強い安全な公共交通機関

�迂回路・復興工事・避難路 渋滞予測シミュ
レーション

�緊急時の動的車両交通確保と優先順位

スマート・レジリエントな交通スマート・レジリエントな交通スマート・レジリエントな交通スマート・レジリエントな交通
�災害に強い安全な公共交通機関

�迂回路・復興工事・避難路 渋滞予測シミュ
レーション

�緊急時の動的車両交通確保と優先順位 スマート・レジリエントな働き方スマート・レジリエントな働き方スマート・レジリエントな働き方スマート・レジリエントな働き方
� テレワークを活用した
� 災害時でも経済活動への影響を最小限に

スマート・レジリエントな働き方スマート・レジリエントな働き方スマート・レジリエントな働き方スマート・レジリエントな働き方
� テレワークを活用した
� 災害時でも経済活動への影響を最小限に

スマート・レジリエントなエネルギー管理スマート・レジリエントなエネルギー管理スマート・レジリエントなエネルギー管理スマート・レジリエントなエネルギー管理
� スマートグリッド、再生可能エネルギーの利用
� 災害時の自立型分散エネルギーシステム
� 防災型スマートメーター
� 電力需要供給バランスの自動最適化
� 電力不足予測時のグリッド、蓄電池からの供給

スマート・レジリエントなエネルギー管理スマート・レジリエントなエネルギー管理スマート・レジリエントなエネルギー管理スマート・レジリエントなエネルギー管理
� スマートグリッド、再生可能エネルギーの利用
� 災害時の自立型分散エネルギーシステム
� 防災型スマートメーター
� 電力需要供給バランスの自動最適化
� 電力不足予測時のグリッド、蓄電池からの供給

スマート・レジリエントな行政サービススマート・レジリエントな行政サービススマート・レジリエントな行政サービススマート・レジリエントな行政サービス
� 持続可能な市民サービス
� 自治体間被災時バックアップ協定
� 住民基礎情報の完全クラウド化

スマート・レジリエントな行政サービススマート・レジリエントな行政サービススマート・レジリエントな行政サービススマート・レジリエントな行政サービス
� 持続可能な市民サービス
� 自治体間被災時バックアップ協定
� 住民基礎情報の完全クラウド化
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レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術

気象予測
Weather 

Prediction

Social
Technology

ソーシャル技術

Traffic
Simulation

交通
シミュレーション

Command Center
コマンドセンター
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リオデジャネイロ シティ・オペレーション・センター

17

地域地域地域地域で起こっている様々な事象を分野で起こっている様々な事象を分野で起こっている様々な事象を分野で起こっている様々な事象を分野・組織・組織・組織・組織横断的に横断的に横断的に横断的に
把握し、これから起こる事象に迅速かつ合理的に対応す把握し、これから起こる事象に迅速かつ合理的に対応す把握し、これから起こる事象に迅速かつ合理的に対応す把握し、これから起こる事象に迅速かつ合理的に対応す
るためるためるためるため、情報に基づいた質の高い意思決定を支援する、情報に基づいた質の高い意思決定を支援する、情報に基づいた質の高い意思決定を支援する、情報に基づいた質の高い意思決定を支援するココココ
マンドセンターが注目されています。マンドセンターが注目されています。マンドセンターが注目されています。マンドセンターが注目されています。
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ブラジル

リオ・オペレーション・センター

ビーチ、サッカー場

交通状況

市内カメラ
気象・災害予測システム

危機対応チーム

電気・水道・ガス

� リオ・デ・ジャネイロ市では、2010年4月の大洪水での災害をきっかけに、
シティ・オペレーション・センターを創立

� 都市全体の状況を一元的に把握し、起こりうる事象を予測

市内を統合管理するシティ・オペレーション･センター
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レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術

気象予測
Weather 

Prediction

Social
Technology

ソーシャル技術

Traffic
Simulation
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シミュレーション

Command Center
コマンドセンター
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気象予測の粒度気象予測の粒度気象予測の粒度気象予測の粒度

�一般的な気象予測
– 米国の気象予測サービスの粒

度は12km四方のグリッドの単位
で、３時間の間隔での予測。

– 日本の気象庁は、20km四方の
グリッドで3時間毎の間隔で30
時間先までの予測。

�嵐、急激な風向きの変化(wind 
shear)、海風、地形から影響を受け
る大気循環などは、このスケールでは
わからない。

�気象の影響を受けるビジネスでは、よ
り細かな粒度でのデータが必要となる。

– エネルギー、交通、農業、保険、
放送、スポーツ、ツーリズム、建
設、通信、緊急対策、非常警
報
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リオデジャネイロ市：リオデジャネイロ市：リオデジャネイロ市：リオデジャネイロ市：2010年年年年4月月月月5-6日の豪雨シミュレーション日の豪雨シミュレーション日の豪雨シミュレーション日の豪雨シミュレーション(1kmグリッドグリッドグリッドグリッド)
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レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術
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エージェント・ベース・シミュレーションとはエージェント・ベース・シミュレーションとはエージェント・ベース・シミュレーションとはエージェント・ベース・シミュレーションとは

ある（社会）システムを、そのシステムの構成要素をコンピューター上のソフトウエア・オブジェク
ト（エージェントと呼ぶ）として表し、個々のエージェントがある戦略により自律的に活動するこ
とで、そのシステムの挙動を模倣すること。

エージェント・ベース・シミュレーションが有効な場合
�系全体の振る舞いを記述できず、近傍のエージェント間の振る舞いだけが記述できるよ
うな場合
�災害時など過去の統計的な状況データが蓄積されていない場合

エネルギー消費エネルギー消費エネルギー消費エネルギー消費

渋滞対策渋滞対策渋滞対策渋滞対策

群集対応群集対応群集対応群集対応

防災対策防災対策防災対策防災対策
都市計画都市計画都市計画都市計画
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仙台市の震災後の道路陥没時の交通渋滞のシミュレーション仙台市の震災後の道路陥没時の交通渋滞のシミュレーション仙台市の震災後の道路陥没時の交通渋滞のシミュレーション仙台市の震災後の道路陥没時の交通渋滞のシミュレーション

2011年3月11日の東日本大震災で仙台市中心部の道路にはいくつかの陥没ができ、それに伴う渋滞が発生しま
した。以下のシミュレーションは、その状況を想定し、いくつかの道路閉鎖オプションのシミュレーション結果を表
示しています。（交差点数：34,730, 道路数：70,020, トリップ数：43,100, 5,000秒のシミュレーションを250秒で実行)

Scenario 1: No Action

道路閉鎖道路閉鎖道路閉鎖道路閉鎖 道路閉鎖道路閉鎖道路閉鎖道路閉鎖 道路閉鎖道路閉鎖道路閉鎖道路閉鎖

道路の陥没道路の陥没道路の陥没道路の陥没

Scenario 2: Road Closure A Scenario 3: Road Closure B Scenario 4: Road Closure C
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レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術レジリエントな都市に必要な要素技術
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世の中のセンサーとしての世の中のセンサーとしての世の中のセンサーとしての世の中のセンサーとしてのソーシャルメディア分析ソーシャルメディア分析ソーシャルメディア分析ソーシャルメディア分析

マイクロブログへ投稿
(Twitter等)

ガソリンが
買えない！

水が買いたい
のに買えな

い！

電⾞が
動かな
い・・・

テキストマイニング

ネットワーク分析

地理情報分析

どこで？

何を？

どのように？

ソーシャルメディアで公開している発言は、その人の不満や要望など、企
業や自治体にとって貴重な情報源と言えます。ソーシャルメディアを社会
のセンサーとみなせば、世の中の人が何を望み、何を考えているのかを知
ることが可能になります。
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地理情報システム：発言の地図上へのマッピング地理情報システム：発言の地図上へのマッピング地理情報システム：発言の地図上へのマッピング地理情報システム：発言の地図上へのマッピング

位置情報付きメッセージの一
覧

位置情報付きメッセージを地図
上に表示。

� 住民の潜在的なニーズ住民の潜在的なニーズ住民の潜在的なニーズ住民の潜在的なニーズ
� 事件・事故・災害の第一報事件・事故・災害の第一報事件・事故・災害の第一報事件・事故・災害の第一報

などをとらえ迅速に対応などをとらえ迅速に対応などをとらえ迅速に対応などをとらえ迅速に対応
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ソーシャルネットワークの活用：震災後の行動パターン分析

180万件の震災関連Tweetから「○が買えない」「 ○ が売り切れ」といった記述の○に該当する名詞を抜
き出し、売り切れて話題になっているものの傾向を示したのが以下の画面です。
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ウガンダで国連のUNICEFが運営している
オープンソースのSMS(Short Message 
Service)のプラットフォーム

•UNICEFでは、このU-Reportを
用いて、ウガンダにおける問題を
ほぼリアルタイムで把握し、適切
な対応をいち早く実施することを
目的としている。
•20万人以上のユーザーが登録し、
一週間あたり約1万件のメッセー
ジが送られてくる。
•IBM Researchでは、テキストメッ
セージの自動分類器を作成。

http://ureport.ug/national-pulse/day/

•500以上のnodding disease(うなずき
病）に関するメッセージが得られ、
UNICEFは関連地域を割り出し、うなず
き病の症状をきちんと理解できるよう情
報を提供。
•Typhoid（腸チフス）の大量感染が判
明し、追加の支援を実施。
•全国会議員(386名)がこのシステムの
ユーザーとなり、タイムリーに国内の問
題を察知でき、迅速なアクションを取る
ことができるようになった。
•若者の声が政策に影響を及ぼすプラッ
トフォームとして効果を発揮している。
（例： 若者向けローンの条件緩和）

ウガンダで国連のUNICEFが運営している
オープンソースのSMS(Short Message 
Service)のプラットフォーム

•UNICEFでは、このU-Reportを
用いて、ウガンダにおける問題を
ほぼリアルタイムで把握し、適切
な対応をいち早く実施することを
目的としている。
•20万人以上のユーザーが登録し、
一週間あたり約1万件のメッセー
ジが送られてくる。
•IBM Researchでは、テキストメッ
セージの自動分類器を作成。

•500以上のnodding disease(うなずき
病）に関するメッセージが得られ、
UNICEFは関連地域を割り出し、うな
ずき病の症状をきちんと理解できるよう
情報を提供。
•Typhoid（腸チフス）の大量感染が判
明し、追加の支援を実施。
•全国会議員(386名)がこのシステムの
ユーザーとなり、タイムリーに国内の問
題を察知でき、迅速なアクションを取る
ことができるようになった。
•若者の声が政策に影響を及ぼすプラッ
トフォームとして効果を発揮している。
（例： 若者向けローンの条件緩和）

ウガンダで国連のUNICEFが運営している
オープンソースのSMS(Short Message 
Service)のプラットフォーム

•UNICEFでは、このU-Reportを
用いて、ウガンダにおける問題を
ほぼリアルタイムで把握し、適切
な対応をいち早く実施することを
目的としている。
•20万人以上のユーザーが登録し、
一週間あたり約1万件のメッセー
ジが送られてくる。
•IBM Researchでは、テキストメッ
セージの自動分類器を作成。

Prem Melville, Vijil Chenthamarakshan, Richard D. Lawrence, James Powell, and Moses Mugisha, 
“Amplifying the Voice of Youth in Africa via Text Analytics,” KDD 2013
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異種の予測モデルの結合による予見的意思決定支援異種の予測モデルの結合による予見的意思決定支援異種の予測モデルの結合による予見的意思決定支援異種の予測モデルの結合による予見的意思決定支援

気象により影響を受けるビジネスプロセスへの意思決定を支援
するため、気象予測、洪水予測、交通予測の異なるシミュレー
ションを組み合わせた意思決定支援のデモを作成しました。

•気象予測 - Deep Thunder
•洪水予測 - Flood simulator
•交通シミュレーション - Megaffic

デモシナリオ：気象予測が二日先に豪雨を予想、それに伴う洪水
の発生確率を洪水シミュレータが算出。その洪水リスクに基づき
幾つかの地域での道路の冠水が予想され、交通渋滞の状況をシ
ミュレーション。その交通渋滞への対策として、どの道路を閉鎖す
るかをあらかじめシミュレーションし、最良の手段を前もって（二日
前に）準備することができる。

このデモは、2012年9月11日に行われた日本アイ・
ビー・エムTHINK Forumにて展示されました。

Deep Thunder

Flood Simulator for Rio

Megaffic in flooding situation

Megaffic what-if simulation
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異種の予測モデルの結合による予見的意思決定支援技術デモ異種の予測モデルの結合による予見的意思決定支援技術デモ異種の予測モデルの結合による予見的意思決定支援技術デモ異種の予測モデルの結合による予見的意思決定支援技術デモ
(THINK Forum II 2013, Tokyo, Japan)

� お祭りなどの大規模イベントにおける交通問題をお祭りなどの大規模イベントにおける交通問題をお祭りなどの大規模イベントにおける交通問題をお祭りなどの大規模イベントにおける交通問題を
解決するための意思決定支援技術のデモ解決するための意思決定支援技術のデモ解決するための意思決定支援技術のデモ解決するための意思決定支援技術のデモ

� Deep Thunder Deep Thunder Deep Thunder Deep Thunder によりお祭り会場付近の天候をによりお祭り会場付近の天候をによりお祭り会場付近の天候をによりお祭り会場付近の天候を
48484848時間先まで予測し、天候によって影響をうける時間先まで予測し、天候によって影響をうける時間先まで予測し、天候によって影響をうける時間先まで予測し、天候によって影響をうける
当日の交通需要を予測当日の交通需要を予測当日の交通需要を予測当日の交通需要を予測

� ソーシャルメディア分析により、市内の交通に関すソーシャルメディア分析により、市内の交通に関すソーシャルメディア分析により、市内の交通に関すソーシャルメディア分析により、市内の交通に関す
る市民の評価をリアルタイムに分析る市民の評価をリアルタイムに分析る市民の評価をリアルタイムに分析る市民の評価をリアルタイムに分析

� 交通シミュレーターによりイベント当日の道路状況交通シミュレーターによりイベント当日の道路状況交通シミュレーターによりイベント当日の道路状況交通シミュレーターによりイベント当日の道路状況
を予測し、バスの臨時便増発などの交通施策のを予測し、バスの臨時便増発などの交通施策のを予測し、バスの臨時便増発などの交通施策のを予測し、バスの臨時便増発などの交通施策の
効果を評価すると共に、最適な計画を提示効果を評価すると共に、最適な計画を提示効果を評価すると共に、最適な計画を提示効果を評価すると共に、最適な計画を提示

31

このデモは、2013年10月7日に行われた
日本アイ・ビー・エムTHINK Forumにて
展示されました。

気象予測

ソーシャルメディア分析

交通シミュレータ
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ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

さいごに

レジリエントな社会を構築するためには、
ビッグデータを活用したICT技術の有効活用

とそれを実現する様々なレベルでの連携の
仕組みが必要です。

ビッグデータに基づいた様々なアナリティッ
クスとシミュレーションを用いた予見的な意
思決定がレジリエンス性を高めるのに貢献
するでしょう。

投資の継続性のため、通常時にも緊急時に
も使える仕組み（システム）が望まれます。


